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(57)【要約】
本発明は、麻酔およびその関連方法下の患者に使用する
装置を提供する。本発明の各種実施形態は、患者の頭お
よび／または顎を、匂嗅姿勢などの特定の姿勢に確定し
維持する装置を含む。実施形態は、患者を所望の姿勢に
ほぼ維持することができる本発明の装置の使用を備える
患者の姿勢固定方法も含む。
【選択図】図３Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の側と第２の側とを備え、患者の頭をほぼ収容するように構成されるベースと、
　前記ベースの前記第１の側上に位置決めされる第１の支持体と、
　前記ベースの前記第２の側上に位置決めされる第２の支持体と、
　前記第１の支持体上に位置決めされ、患者の顎に接触するように構成される第１の下顎
骨アームと、
　前記第２の支持体上に位置決めされ、患者の顎に接触するように構成される第２の下顎
骨アームと、
を含み、
　前記第１の下顎骨アームと前記第２の下顎骨アームのそれぞれは、患者の顎と接触し、
患者を所望の姿勢に維持するように位置決め可能であるように、３軸上を移動可能である
装置。
【請求項２】
　前記ベースは、矩形である、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記下顎骨アームは、患者の顎と３箇所で接触するように位置決め可能である、請求項
１に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１の下顎骨アームと第２の下顎骨アームは、それぞれ下顎骨パッドを備える、請
求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記第１の下顎骨アームおよび前記第２の下顎骨アームは、それぞれ前記第１の支持体
および前記第２の支持体に対して脱離可能に接続される、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記第１の下顎骨アームは、前記第１の支持体に対して移動可能であり、前記第２の下
顎骨アームは、前記第２の支持体に対して移動可能である、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記３軸は、前記患者に対するｘ、ｙ、およびｗ軸である、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記所望の姿勢は、前記匂嗅姿勢である、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記下顎骨パッドは、発泡体を備える、請求項３に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第１の下顎骨アームおよび前記第２の下顎骨アームのそれぞれは、前記下顎骨パッ
ドは、患者の顎と１つまたはそれ以上の箇所で接触するように位置決め可能である、請求
項３に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１の下顎骨アームおよび前記第２の下顎骨アームのそれぞれは、前記下顎骨パッ
ドは、患者の顎と３箇所で接触するように位置決め可能である、請求項１０に記載の装置
。
【請求項１２】
　前記第１の支持体は、前記ベースに対して移動可能であり、前記第２の支持体は、前記
ベースに対して移動可能である、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第１の支持体は、２軸上で前記ベースに対して移動可能であり、前記第２の支持体
は、２軸上で前記ベースに対して移動可能である、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１の支持体は、３軸上で前記ベースに対して移動可能であり、前記第２の支持体
は、３軸上で前記ベースに対して移動可能である、請求項１２に記載の装置。
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【請求項１５】
　前記第１の支持体は、前記第１の下顎骨アームに対して移動可能であり、前記第２の支
持体は、前記第２の下顎骨アームに対して移動可能である、請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　複数の支持体を備え、患者の頭をほぼ収容するように構成されるベースを備える装置で
あって、各支持体が下顎骨アームを備え、各下顎骨アームが患者の顎と接触するように構
成され、各下顎骨アームが、患者の顎と接触し患者を所望の姿勢に維持するよう位置決め
可能であるように、３軸上で移動可能である装置。
【請求項１７】
　前記ベースは、矩形である、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　各下顎骨アームが患者の顎と３箇所で接触するように位置決め可能である、請求項１６
に記載の装置。
【請求項１９】
　各下顎骨アームが下顎骨パッドを備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　各下顎骨アームが脱離可能に前記支持体に接続される、請求項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　各下顎骨アームが前記支持体に対して移動可能である、請求項１６に記載の装置。
【請求項２２】
　前記３軸は、前記患者に対するｘ、ｙ、およびｗ軸である、請求項１６に記載の装置。
【請求項２３】
　前記所望の姿勢は、匂嗅姿勢である、請求項１６に記載の装置。
【請求項２４】
　各下顎骨パッドが発泡体を備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２５】
　各下顎骨アームが、前記下顎骨パッドが患者の顎と１つまたはそれ以上の箇所で接触す
るように位置決め可能である、請求項１９に記載の装置。
【請求項２６】
　各下顎骨アームが、前記下顎骨パッドが患者の顎と３箇所で接触するように位置決め可
能である、請求項１９に記載の装置。
【請求項２７】
　各支持体が前記ベースに対して移動可能である、請求項１６に記載の装置。
【請求項２８】
　各支持体が２軸上で前記ベースに対して移動可能である、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　各支持体が前記下顎骨アームに対して移動可能である、請求項１６に記載の装置。
【請求項３０】
　請求項１の装置を設けるステップと、
　患者の頭をほぼベース上に配置するステップと、
　患者の頭を所望の姿勢に配置するステップと、
　第１の下顎骨アームを患者の顎に接触するように移動するステップと、
　第２の下顎骨アームを患者の顎に接触するように移動するステップと、
を備え、
　前記第１の下顎骨アームと前記第２の下顎骨アームの接触は、患者の頭および／または
顎を所望の姿勢にほぼ維持するのに十分な力を提供する患者の姿勢を固定する方法。
【請求項３１】
　請求項１６の装置を設けるステップと、
　患者の頭をほぼベース上に配置するステップと、
　患者の頭を所望の姿勢に配置するステップと、
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　下顎骨アームを患者の顎に接触するように移動するステップと、
を備え、
　患者の顎上の前記下顎骨アームの接触が、患者の頭および／または顎を所望の姿勢にほ
ぼ維持するのに十分な力を提供する患者の姿勢を固定する方法。
【請求項３２】
　略剛体である湾曲部と、
　柔軟であり、前記湾曲部に装着するように構成される遠位側と患者の顎に複数箇所で接
触するように構成される近位側とを有する下顎骨パッドと、
　支持体に装着するように構成されるコネクタ部と、
を備える下顎骨アーム。
【請求項３３】
　前記下顎骨パッドは、発泡体を備える、請求項３２に記載の下顎骨アーム。
【請求項３４】
　前記コネクタ部は、左側と右側とを備えるベースに装着される支持体に装着するように
構成され、前記ベースは、患者の頭をほぼ収容するように構成され、前記下顎骨パッドは
、患者の顎と１つまたはそれ以上の箇所で接触し患者を所望の姿勢に維持するように位置
決め可能であるように、前記支持体は、３軸上で移動可能である、請求項３２に記載の下
顎骨アーム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、全身麻酔または鎮静下の患者を含む患者の姿勢を固定する外科装置、および
いくつかの実施形態では、患者の頭および／または顎を特定姿勢に確定し維持する外科装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　毎年米国では、何百万もの外科手術および侵襲性診断処置が実行されている。これらの
外科手術および処置のすべてではないが、大半が何らかの形の麻酔または鎮静の使用を含
む。場合によっては、患者の意識をなくす全身麻酔が使用される。一般的に、このような
外科手術の前および／または途中、医師（「麻酔医」または「口腔外科医」）および／ま
たは認定看護麻酔士が麻酔薬を投与し、患者が麻酔または鎮静下にある間、患者を監視す
る。
【０００３】
　麻酔医または麻酔士の仕事は単純ではない。最近の麻酔では、幅広いさまざまな医療機
器が使用される場合がある。麻酔専門家は各種医療ガス、麻酔薬や吸入剤、医療呼吸回路
、およびさまざまな麻酔機器（たとえば、気化器、人工呼吸器、および圧力ゲージ）の使
用、ならびにそれらに対応する安全性の特徴、危険、および制限に関する包括的で複雑な
知識を有していなければならない。さらに、全身麻酔下で治療されている患者は、患者の
安全性を確保するために継続的に監視されなければならない。小手術の場合、これには一
般的に、心拍、酸素飽和度、非侵襲性血圧、吸気および呼気ガス（酸素、二酸化炭素、亜
酸化窒素、および揮発剤）などの監視が含まれる。中～大手術の場合、監視には、体温、
尿量、侵襲性血圧測定、肺動脈圧および肺動脈閉塞圧、大脳活動、神経筋機能、および心
拍出量が含まれるかもしれない。機器の各部や考慮事項のために、麻酔医または麻酔士は
外科処置の前、途中、および後もずっと従事させられる可能性がある。
【０００４】
　当然ながら、患者が鎮静または全身麻酔下にある間の重要な考慮事項の１つは、患者が
適切に呼吸できるように確保することである。いくつかの例では、チューブの挿入などの
物理的に侵襲的な方法が必要とされる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　しかしながら、患者の姿勢固定が、患者が適切に呼吸できるように確保するのに関係す
ることが証明されている。たとえば、患者を特定姿勢（たとえば、「匂嗅」姿勢）に配置
し維持することで、患者の気道が閉塞されないように確保する助けとなる。よって、患者
の姿勢固定は、麻酔医または麻酔士が処置中に監視する必要のあるもう１つの条件である
。したがって、呼吸を容易にする姿勢に患者を配置するのを助け、および／または処置中
にその姿勢に患者を維持する方法または装置は、外科手術または類似の処置の前、途中、
および後の担当麻酔専門家の負担を軽減することができる。このような方法または装置は
、患者が麻酔下にあるか否かにかかわらず、患者が無意識である、および／または固定さ
れている状況を含め、医療および歯科医療において幅広く適用することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、いくつかの実施形態では、第１の側と第２の側とを備え、患者の頭をほぼ収
容するように構成されるベースと、ベースの第１の側上に位置決めされる第１の支持体と
、ベースの第２の側上に位置決めされる第２の支持体と、第１の支持体上に位置決めされ
、患者の顎に接触するように構成される第１の下顎骨アームと、第２の支持体上に位置決
めされ、患者の顎に接触するように構成される第２の下顎骨アームと、を含み、第１の下
顎骨アームと第２の下顎骨アームのそれぞれが、患者の顎と接触し、患者を所望の姿勢に
維持するように位置決め可能であるように、３軸上を移動可能である装置を含む。
【０００７】
　特定の実施形態では、ベースは矩形である。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、下顎骨アームは患者の顎と３箇所で接触するように位置決め
可能である。別の実施形態では、第１の下顎骨アームと第２の下顎骨アームはそれぞれ下
顎骨パッドを含む。
【０００９】
　さらに別の実施形態では、第１の下顎骨アームと第２の下顎骨アームは、第１の支持体
と第２の支持体にそれぞれ脱離可能に接続される。別の実施形態では、第１の下顎骨アー
ムは第１の支持体に対して移動可能であり、第２の下顎骨アームは第２の支持体に対して
移動可能である。いくつかの実施形態では、３軸は患者に対するｘ、ｙ、およびｗ軸であ
る。各種実施形態では、所望の姿勢は匂嗅姿勢である。
【００１０】
　特定の実施形態では、下顎骨パッドは発泡体を備える。別の実施形態では、下顎骨アー
ムは、下顎骨パッドが患者の顎と１つまたはそれ以上の箇所で接触するように位置決め可
能である。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、下顎骨アームは、下顎骨パッドが患者の顎と３箇所で接触す
るように位置決め可能である。
【００１２】
　さらに別の実施形態では、第１の支持体はベースに対して移動可能であり、第２の支持
体はベースに対して移動可能である。各種実施形態では、第１の支持体は２軸上でベース
に対して移動可能であり、第２の支持体は２軸上でベースに対して移動可能である。いく
つかの実施形態では、第１の支持体は３軸上でベースに対して移動可能であり、第２の支
持体は３軸上でベースに対して移動可能である。
【００１３】
　別の実施形態では、第１の支持体は第１の下顎骨アームに対して移動可能であり、第２
の支持体は第２の下顎骨アームに対して移動可能である。
【００１４】
　別の実施形態では、本発明は、複数の支持体を備え、患者の頭をほぼ収容するように構
成されるベースを含む装置であって、各支持体は下顎骨アームを備え、各下顎骨アームは
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患者の顎と接触するように構成され、各下顎骨アームは患者の顎と接触し、患者を所望の
姿勢に維持するように位置決め可能であるように３軸上で移動可能である装置を含む。特
定の実施形態では、ベースは矩形である。
【００１５】
　別の実施形態では、各下顎骨アームは、患者の顎と３箇所で接触するように位置決め可
能である。
【００１６】
　別の実施形態では、各下顎骨アームは下顎骨パッドを備える。さらに別の実施形態では
、各下顎骨アームは各支持体に脱離可能に接続される。いくつかの実施形態では、各下顎
骨アームは支持体に対して移動可能である。
【００１７】
　別の実施形態では、３軸は患者に対するｘ、ｙ、およびｗ軸である。
【００１８】
　さらに別の実施形態では、所望の姿勢は匂嗅姿勢である。各種実施形態では、各下顎骨
パッドは発泡体を含む。
【００１９】
　特定の実施形態では、各下顎骨アームは、下顎骨パッドが患者の顎と１つまたはそれ以
上の箇所で接触するように位置決め可能である。
【００２０】
　特定の実施形態では、各下顎骨アームは、下顎骨パッドが患者の顎と３箇所で接触する
ように位置決め可能である。
【００２１】
　別の実施形態では、各支持体はベースに対して移動可能である。
【００２２】
　さらに別の実施形態では、各支持体は２軸上でベースに対して移動可能である。別の実
施形態では、各支持体は下顎骨アームに対して移動可能である。
【００２３】
　別の実施形態では、本発明は方法を含む。
【００２４】
　該方法は、本発明の装置のいずれかの実施形態を設けるステップと、患者の頭をほぼ装
置のベース上に配置するステップと、患者の頭を所望の姿勢に配置するステップと、第１
の下顎骨アームを患者の顎に接触するように移動するステップと、第２の下顎骨アームを
患者の顎に接触するように移動するステップと、を含む患者の姿勢を固定する方法であっ
て、第１の下顎骨アームと第２の下顎骨アームの接触は、患者の頭および／または顎を所
望の姿勢にほぼ保持するのに十分な力を提供する。
【００２５】
　さらに別の実施形態では、本発明は、略剛体の湾曲部と、柔軟であり、湾曲部に装着す
るように構成される遠位側と患者の顎に複数箇所で接触するように構成される近位側とを
有する下顎骨パッドと、支持体に装着するように構成されるコネクタ部と、を含む下顎骨
アームを含む。いくつかの実施形態では、下顎骨アームは、本発明の装置のいずれかの実
施形態と協働するように適合させることができる。
【００２６】
　別の実施形態では、下顎骨パッドは発泡体を備える。
【００２７】
　さらに別の実施形態では、コネクタ部は、左側と右側を備えるベースに装着される支持
体に装着するように構成され、ベースは患者の頭をほぼ収容するように構成され、支持体
は、下顎骨パッドが患者の顎と１つまたはそれ以上の箇所で接触し、患者を所望の姿勢に
維持するように位置決め可能であるように、３軸上で移動可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
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【図１】本発明の装置の一実施形態の上面を示す概略図である。
【図２Ａ】本発明の装置の一実施形態の側面を示す概略図である。
【図２Ｂ】本発明の装置の一実施形態の側面を示す概略図である。
【図３Ａ】本発明の装置の一実施形態の概略図である。
【図３Ｂ】本発明の装置の一実施形態の概略図である。
【図４Ａ】本発明の下顎骨パッドの実施形態を複数示す概略図である。
【図４Ｂ】本発明の下顎骨パッドの実施形態を複数示す概略図である。
【図４Ｃ】本発明の下顎骨パッドの実施形態を複数示す概略図である。
【図４Ｄ】本発明の下顎骨パッドの実施形態を複数示す概略図である。
【図４Ｅ】本発明の下顎骨パッドの実施形態を複数示す概略図である。
【図５Ａ】本発明の支持体の一実施形態の概略図である。
【図５Ｂ】本発明の支持体の一実施形態の概略図である。
【図５Ｃ】本発明の支持体の一実施形態の概略図である。
【図６】本発明の装置の一実施形態の側面を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下の段落では、本発明は、添付図面を参照して例示によって詳細に説明される。本明
細書全体を通じて、好適な実施形態および図示される例は、本発明に対する限定としてで
はなく例とみなすべきである。本明細書で使用される際、「本発明」は、本明細書に記載
される本発明の実施形態のうちいずれか、およびその等価物を指す。さらに、本文書全体
を通じて「本発明」のさまざまな特徴は、請求されるすべての実施形態または方法が言及
される特徴を含まなければならないということを意味するものではない。
【００３０】
　本明細書で使用される用語は、特定の実施形態のみを説明する目的で使用されており、
本発明の範囲を限定することを目的としていないと理解される。本明細書および添付の特
許請求の範囲で使用される際、「ａ」、「ａｎ」、および「ｔｈｅ」などの単数形は、文
脈上別な意味を明らかに要求していない限りは複数の言及も含むと指摘しておかねばなら
ない。よって、たとえば、「支持体」の言及は１つまたはそれ以上の支持体への言及であ
り、当業者等にとって公知な等価物を含む。
【００３１】
　本発明は、装置と方法を含む。本発明の装置は、患者の姿勢を固定する装置を含む。い
くつかの実施形態では、該装置は、医療（外科手術を含む）、歯科または診断処置の前、
途中、および／または後に患者を所与の姿勢に設定し、および／または維持するために使
用することができる。多くの実施形態では、患者は鎮静または全身麻酔下にあり、いくつ
かの実施形態では、患者は、全身麻酔によって意識を失くさせることができる。いくつか
の実施形態では、患者の姿勢固定は、たとえば、確実に患者の気道を解剖学上位置合わせ
することによって、人が患者の呼吸を容易にする、あるいは楽にする。該装置は、患者を
「匂嗅」姿勢または類似の姿勢に設定することができる。本発明の装置によって、たとえ
ば、麻酔医または麻酔士は、患者を所望の姿勢に配置し維持することができる。いくつか
の実施形態では、本発明の装置によって、患者を迅速かつ効率的に特定姿勢に配置するこ
とができる。
【００３２】
　本発明の装置は、内科と歯科の両方に適用し、「処置」または「外科処置」への言及は
、医療処置、診断処置、および口腔手術、根管、抜歯などを含む歯科処置を指す。
【００３３】
　本発明の方法は、患者の姿勢を固定する方法を含む。いくつかの方法は、外科手術、診
断、または歯科処置の前、途中、および／または後に患者の姿勢を固定する、および／ま
たは患者を所与の姿勢に維持することを含むことができる。本発明のいくつかの方法は、
本発明の装置の使用を含むことができる。いくつかの実施形態は、患者の呼吸を楽にする
、あるいは容易にする姿勢、たとえば「匂嗅」姿勢に患者の姿勢を固定することを含む。
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多くの実施形態では、患者は鎮静または麻酔下にあり、全身麻酔によって意識を失くして
いる、あるいは全身麻酔後の眠い状態にある患者を含む。
【００３４】
　図１を参照すると、本発明の装置の実施形態が示されている。左側２０、右側３０、上
側４０、および下側５０を有するベース１０が図示されている。図示される実施形態では
、ベース１０は、矩形であるが、任意の適切な形状を取ることができる。ベース１０は、
磁気共鳴映像法（「ＭＲＩ」）対応、洗浄可能、および／または減菌可能な材料を含む任
意の適切な材料で作製することができる。いくつかの実施形態では、ベース１０は、医療
等級プラスチックまたは独立気泡発泡体で作製することができる。ベース１０は、プラス
チック、樹脂、レジノイド、ポリマー、セルロース誘導体、カゼイン材料、および金属な
どのさまざまなその他のＭＲＩ対応材料で作製することもできる。ベース１０は、ベース
１０の全部または一部にカバーを含むこともできる。たとえば、このようなカバーは、軟
質または硬質の発泡体、繊維、または緩衝材料で作製することができる。このような材料
は、ベース１０の一部と一体化させてもよい。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、ベース１０は、位置合わせガイド１５５をさらに有すること
ができる。位置合わせガイド１５５は、図１では位置合わせ線として示されているが、任
意の適切な構造または構成要素であってもよい。たとえば、位置合わせガイド１５５は、
輪郭、矢印、切欠きまたは一連の切欠き、刻み目、または任意の適切な構造とすることが
できる。位置合わせガイド１５５は、人が患者を所望の姿勢に配置しようとする際に視覚
ガイドを提供する。よって、位置合わせガイド１５５は、移動可能である、あるいは、患
者の所望の姿勢に応じて複数の位置または標示を有することができる。位置合わせガイド
１５５がベース１０上の線である実施形態では、線は下顎骨アーム１２０とほぼ一致する
。その後、患者の唇が位置合わせガイド１５５とほぼ一致して配置される。さらに、患者
は、下顎骨パッド１３０が患者の顎と揃うように調節される。
【００３６】
　図２Ａおよび２Ｂを参照すると、グリップ要素１６０も示されている。グリップ要素１
６０は、任意の適切なサイズおよび構造を有する任意の適切な構造とすることができる。
たとえば、グリップ要素１６０は、凸部もしくは凹部、または人がベース１０を動かしや
すくするその他任意の構造またはテクスチャであってもよい。
【００３７】
　図１に戻ると、ベース１０は、幅６０と長さ７０を有する。幅６０は、任意の適切な幅
とし、長さ７０に沿って略均一または略不均一とすることができる。一般的に、幅６０は
、患者の頭の幅を収容する、あるいはほぼ収容するのに十分である。いくつかの実施形態
では、幅６０は、特定の装置の意図する、または所望の用途に応じて変動させることがで
きる。たとえば、小児患者向けに使用されるベース１０は、成人患者向けに使用されるベ
ース１０の幅６０よりも狭い幅６０を有することができる。別の実施形態では、ベース１
０は、成人患者と小児患者の両方が利用可能な幅６０を有する。ある実施形態では、幅６
０は約３インチ～約１８インチとすることができる。別の実施形態では、幅６０は、約６
インチ～約１０インチとすることができる。別の実施形態では、幅６０は約６インチ～３
．２５インチとすることができる。
【００３８】
　同様に、長さ７０は、任意の適切な長さとすることができる。一般的に、長さ７０は、
患者の頭の長さを収容する、あるいはほぼ収容するのに十分である。長さ７０は、患者の
首を収容する、あるいはほぼ収容するのに十分であってもよい。いくつかの実施形態では
、長さ７０は、特定の装置の意図する、または所望の用途に応じて変動させることができ
る。たとえば、小児患者向けに使用されるベース１０は、成人患者向けに使用されるベー
ス１０の長さ７０よりも短い長さ７０を有することができる。別の実施形態では、ベース
１０は、成人患者と小児患者の両方が利用可能な長さ７０を有する。特定の実施形態では
、長さ７０は、約８インチ～約３６インチとすることができる。別の実施形態では、長さ
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７０は、約１２インチ～約２４インチとすることができる。いくつかの実施形態では、長
さ７０は、１つまたはそれ以上の材料、高さ、および勾配（または傾斜）などの特徴の異
なる１つまたはそれ以上の区域または領域に分割することができる。長さ７０は、任意の
適切な特徴を有する任意の適切な数の区域を有することができる。図示される実施形態で
は、長さ７０は、以下の３つの区域、隆起区域８０、傾斜区域９０、および陥凹区域１０
０に分離される。
【００３９】
　図２Ａは、本発明の実施形態の左側２０の側面図である。該側面図は、図示される区域
の差異がさらに容易に自明となるように、隆起区域８０、傾斜区域９０、および陥凹区域
１００を有する実施形態をさらに適切に示す。隆起区域８０は、一般的に上側４０の近傍
に位置し、一般的に下側５０の近傍に位置する陥凹区域１００よりも大きな高さ１７０を
有する。傾斜区域９０では、隆起区域８０の高い高さ１７０から陥凹区域１００の低い高
さまで移行する。傾斜区域９０は、一定または可変の傾斜を有することができ、その傾斜
は、任意の適切な大きさとすることができる。いくつかの実施形態では、隆起区域８０、
傾斜区域９０、および陥凹区域１００は、一般的に患者の頭と首を収容するように構成さ
れ、傾斜区域９０は、患者の首とほぼ一直線になっている。
【００４０】
　図２Ｂは、図２Ａに類似の実施形態を示す。図２Ｂは、隆起区域８０と傾斜区域９０の
みを有するベース１０の実施形態を示す。
【００４１】
　高さ１７０は、任意の適切な高さとすることができる。好ましくは、高さ１７０は、た
とえば、患者の呼吸を改善し、楽にし、または一定にするために、患者の頭が「匂嗅」姿
勢または所望のその他の姿勢に配置されるように、患者の頭を適切な距離だけ上昇させる
のに十分な高さである。上述したように、高さ１７０は、長さ７０を超えて一定であって
も、可変であってもよい。いくつかの実施形態では、高さ１７０は、約１／４インチ～約
６インチとすることができる。別の実施形態では、高さ１７０は、約１インチ～約３イン
チとすることができる。いくつかの実施形態では、隆起区域８０の高さは、約２インチ～
約４インチ、陥凹区域１００の高さは、約１／４インチ～約１インチとすることができる
。
【００４２】
　図１に戻ると、右側３０と左側４０のそれぞれに支持体１１０を有するベース１０が示
されている。支持体１１０は、ベース１０と一体であってもよく、あるいは支持体１１０
は、ベース１０から脱離可能であってもよい。各支持体１１０は、下顎骨パッド１３０を
有する下顎骨アーム１２０に装着される。いくつかの実施形態では、支持体幅１４０と下
顎骨間隙１５０の両方が調節可能である。支持体幅１４０は、一方の支持体１１０の外縁
から対向する支持体１１０の外縁までの距離を表す。いくつかの実施形態では、支持体幅
１４０は、支持体１１０の移動（あるいはベース１０の幅の変更）によって調節可能であ
る。支持体幅１４０は、任意の適切な幅とすることができるが、一般的には、患者の頭の
幅を収容するのに十分な幅である。いくつかの実施形態では、支持体幅１４０は、約２イ
ンチ～約１２インチ、約４インチ～約８インチ、約５インチ～約７インチ、約８インチ、
または任意の適切な幅または幅範囲とすることができる。下顎骨間隙１５０は、ベース１
０の一方の側上の下顎骨アーム１２０の中間縁とベース１０の対向側の下顎骨アーム１２
０の中間縁との間の距離を表す。いくつかの実施形態では、下顎骨間隙１５０は、支持体
１１０および／または下顎骨アーム１２０の移動によって調節可能である。下顎骨間隙１
５０は、任意の適切な距離とすることができるが、一般的には、患者の顎の幅を収容する
のに十分な距離である。いくつかの実施形態では、下顎骨間隙１５０は、約２インチ～約
８インチ、約３インチ～約６インチ、約３インチ～約５インチ、約５インチ、または任意
の適切な距離または距離範囲とすることができる。
【００４３】
　図３Ａは、本発明の装置の実施形態の底面図を示す。ベース１０の底面１８０が示され
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ている。本実施形態では、底面１８０は滑らない面１９０を有する。底面１８０の他の実
施形態は、滑らない面１９０を有しておらず、その他の適切な構造または特徴を取ること
ができる。滑らない面１９０は、患者がベース１０上にいないときはベース１０の移動を
許可するが、患者がベース１０上に配置されるときはベース１０の移動を禁止する任意の
表面とすることができる。滑らない面１９０は、底面１８０の全部または一部のみを包含
することができる。たとえば、滑らない面１９０は、ゴム加工したまたは粘着性の表面、
凹凸のある表面、またはその他の適切な物質またはテクスチャであってもよい。
【００４４】
　図３Ａは、ベース１０に脱離可能に装着することのできる支持体１１０の実施形態を示
す。別の実施形態では、支持体１１０は、ベース１０に固定して装着される、あるいはベ
ース１０と一体化させることができる。支持体１１０は、挿入部２００を有して示される
。
【００４５】
　図３Ｂを参照すると、患者１０００は、ベース１０上に示されている。スロット２１０
も示されている。挿入部２００は、スロット２１０内に嵌合するように構成される。次に
、スロット２１０は挿入部２００を収容するように構成される。スロット２１０と挿入部
２００は、矩形で図示されているが、それぞれが任意の適切な形状、サイズ、または構成
を有することができる。たとえば、スロット２１０と挿入部２００は、円柱状、三角形、
または任意のその他の適切な形状とすることができる。また、スロット２１０および挿入
部２００は、複数のスロットおよび／または挿入部であってもよい。たとえば、挿入部２
００は、２つの矩形のスロットを備えるスロット２１０に挿入するように構成される２つ
の矩形部を有することができる。
【００４６】
　引き続き図３Ａを参照すると、いくつかの実施形態では、挿入部２００は、挿入部２０
０がスロット２１０にいったん挿入されれば、ある位置で係止される、あるいはさまざま
な位置で係止可能となるように、スロット２１０内の構成要素と係合可能なコネクタ２２
０を有する。コネクタ２２０は、任意の適切な構成を有する任意の適切な構造であっても
よい。いくつかの実施形態では、コネクタ２２０は、延在してスロット２１０内の構成要
素と係合するように、挿入部２００から突出する溝付き構造を有することができる。いく
つかの実施形態では、ボタン２３０は、挿入部２００が選択された増分でスロット２１０
内に押し込まれる、あるいはスロット２１０から引き出されるようにコネクタ２２０を選
択的に係合／分離させる（たとえば、延長および／または退却させる）ために使用するこ
とができる。
【００４７】
　再び図１を参照すると、このような移動によって、支持体幅１４０および／または、下
顎骨間隙１５０を調節することができる。ボタン２３０は、、挿入部２１０の挿入程度を
制御するために使用可能な任意の適切な構造を取ることができる。支持体１１０を図５Ａ
および５Ｂを参照してより詳細に説明する。
【００４８】
　図４Ａ～４Ｅは、下顎骨アーム１２０の実施形態の近接図である。下顎骨アーム１２０
は、特定の患者に合わせた特注のサイズを有する、あるいは多数の患者に適合するサイズ
を有することができる。たとえば、下顎骨アーム１２０は、成人患者向けよりも小児患者
向けの方を小さくすることができる、あるいは下顎骨アーム１２０は、さまざまなサイズ
で利用可能にすることができる。下顎骨アーム１２０は、支持体１１０に離脱可能に、ま
たは固定して装着することができる、あるいは支持体１１０と一体化させることができる
。いくつかの実施形態では、下顎骨アーム１２０は、使い捨て可能であるが、別の実施形
態では、再利用可能、洗浄可能、および／または減菌可能である。いくつかの実施形態で
は、下顎骨アーム１２０の形状は、患者が本発明の装置と係合するような形状であり、患
者の口および／または鼻上方に装着される標準的な酸素マスクを有する。
【００４９】
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　図示される実施形態では、下顎骨アーム１２０は、下顎骨パッド１３０、湾曲部３００
、およびアーム部３４０を有する。湾曲部３００は、任意の適切な材料で作製され、任意
の適切な構成を有することができる。好適な実施形態では、湾曲部３００は、略剛体で、
細長く、窪んでおり、患者の顎との有効な接触を容易にする湾曲を有する。いくつかの実
施形態では、湾曲部３００の形状は、下顎骨パッド１３０の形状を提供する。いくつかの
実施形態では、下顎骨アーム１２０が患者の顎と１つまたはそれ以上の箇所で接触するよ
う構成されるように、湾曲部３００が構成される。いくつかの実施形態では、湾曲部３０
０は、患者顎と２または３箇所で接触するように構成される。特定の実施形態では、湾曲
部３００は、患者の顎の下顎枝、患者の顎の本体、および患者の顎の角と下顎骨アーム１
２０との接触を容易にするように構成される。別の実施形態では、湾曲部３００は、非剛
体であってもよいし、非剛体部分を有していてもよく、さらには湾曲が実質上欠けてさえ
いてもよい。特定の実施形態では、湾曲部３００は、医療等級プラスチックで作製される
が、さまざまなその他のプラスチック、樹脂、レジノイド、ポリマー、セルロース誘導体
、カゼイン材料、ガラス、および金属などのその他材料で作製することもできる。
【００５０】
　湾曲部３００は、下端３１０と上端３２０を有して図示される。図示される実施形態で
は、下端３１０は、ベース１０の下側５０の方を向き、上端３２０は、ベース１０の上側
４０の方を向いている。湾曲部３００上には、チューブグリップ３３０も示されている。
チューブグリップ３３０は、外科的または類似の処置の実行中、実行前、または実行後に
使用されるツールまたは機器に装着可能なチューブを把持し保持するように構成される任
意の構造を取ることができる。たとえば、チューブグリップ３３０は、患者の口と鼻の上
方に配置される酸素マスクにつながるチューブを把持するのに使用することができる。
【００５１】
　図４Ａでは、チューブグリップ３３０は、チューブを通るガス流を実質上邪魔せずにリ
ブがチューブを把持できるように適切な距離をおいて配置された一対のリブとして示され
る。
【００５２】
　図４Ｄでは、チューブグリップ３３０は、チューブを通るガス流を実質上邪魔せずにリ
ブがチューブを把持できるように適切な距離をおいて配置された一対の柱として示される
。いくつかの実施形態では、リブ間の距離および／または柱間の距離は約１ｍｍ～約５ｍ
ｍである。別の実施形態では、リブ間の距離および／または柱間の距離は約２ｍｍである
。さらに別の実施形態では、リブ間の距離および／または柱間の距離は約２．８ｍｍであ
る。
【００５３】
　図４Ａに戻ると、アーム部３４０は、湾曲部３００から内側に延在し、支持体１１０と
係合するように構成される。平坦面３５０を有する略円柱状に図示されているが、アーム
部３４０は、任意の適切な形状、サイズ、および構成を取ることができ、任意の適切な材
料で作製することができる。アーム部３４０は、支持体１１０に脱離可能に、または固定
して装着することができ、いくつかの実施形態では、アーム部３４０は、支持体１１０と
一体化させることができる。アーム部３４０は、適切な支持体１１０にのみ装着するよう
にキー結合することもできる。たとえば、ベース１０の左側２０の支持体１１０と共に使
用されるアーム部３４０は、支持体１１０のみに装着するように構成することができる。
図示される実施形態では、アーム部３４０は、平坦面３５０と中間端３６０を有する。
【００５４】
　図４Ｃを参照すると、下顎骨パッド１３０が強調されている。図４Ｃは、アーム部３４
０、湾曲部３００、および下顎骨パッド１３０を有する下顎骨アーム１２０を示す。下顎
骨パッド１３０は、任意の適切なサイズ、形状、および特性を有する任意の適切な材料で
作製することができる。いくつかの実施形態では、下顎骨パッド１３０は、細長だが、別
の実施形態では、楕円形、円形、矩形、または任意のその他の適切な形状を取ることがで
きる。ある実施形態では、下顎骨パッド１３０は柔軟であるが、別の実施形態では、展性
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がある、弾性がある、剛体である、あるいは任意のその他の軟度を有することができる。
下顎骨パッド１３０は成型された、または平坦な発泡体で作製可能であるが、別の実施形
態では、医療等級プラスチックまたはオーバーモールド発泡体、その他のプラスチック、
ゴム、樹脂、金属、または任意のその他の適切な材料で作製することができる。別の実施
形態では、下顎骨パッド１３０は、使い捨て可能であるが、別の実施形態では、再利用可
能、洗浄可能、および／または減菌可能でありうる。下顎骨パッド１３０は、湾曲部３０
０に脱離可能に、または固定して装着することができる。いくつかの実施形態では、下顎
骨パッド１３０は接着剤、エポキシ樹脂、セメントなどで装着することができるが、別の
実施形態では、下顎骨パッド１３０は、任意の適切な方法で湾曲部３００に装着すること
ができる。好適な実施形態では、下顎骨パッド１３０は、柔軟な発泡体で作製され、細長
であり、接着剤またはエポキシ樹脂で湾曲部３００に固定して装着される。
【００５５】
　いくつかの実施形態では、下顎骨パッド１３０は、患者の顎と１つまたはそれ以上の箇
所で接触するように構成される。いくつかの実施形態では、下顎骨パッド１３０は、患者
の顎と２または３箇所で接触するように構成される。たとえば、図６を参照すると、顎ラ
イン９００を有する患者１０００は、上側４０、下側５０、支持体１１０、および下顎骨
パッド１３０を有する下顎骨アーム１２０を含むベース１０を有する本発明の装置上に示
されている。顎ライン９００は、患者の顎骨の異なる部に対応する複数の部分を有する。
下顎枝９３０は、患者の顎骨の下顎枝の縁に対応し、本体９１０は、患者の顎骨の本体の
縁に対応し、角９２０は、患者の顎骨の角の縁に対応する。特定の実施形態では、下顎骨
パッド１３０は、患者の顎の下顎枝９３０、患者の顎の本体９１０、および患者の顎の角
９２０に接触するように構成される。当然ながら、ここでの、および本開示の他の部分で
のこのような接触は直接接触を指すものではなく、患者の皮膚の接触による間接的接触を
指す。
【００５６】
　以下、図４Ｃを参照すると、下顎骨パッド１３０は、遠位面４００、中間面４１０、高
さ４２０、幅４６０を有し、湾曲部３００から距離４３０だけ延在する。高さ４２０は、
任意の適切な高さとすることができる。たとえば、高さ４２０は、約１／１０インチ～約
５インチ、約１／４インチ～約１．５インチ、約１／２インチ～１インチ、または任意の
適切な高さとすることができる。同様に、距離４３０は任意の適切な距離とすることがで
きる。たとえば、距離４３０は、約１／１０インチ～約５インチ、約１／４インチ～約１
．５インチ、約１／２インチ～１インチ、または任意の適切な高さとすることができる。
さらに、幅４６０は、任意の適切な幅とすることができる。たとえば、幅４６０は、約１
／８インチ～約４インチ、約１／２インチ～約２．５インチ、約１インチ～約２インチ、
または任意のその他の適切な幅とすることができる。図示される実施形態は、奥行き４４
０の窪み４５０を有する中間面４１０を有する。別の実施形態では、中間面４１０は、平
坦、略平坦、または凸面であってもよい。円形に図示されているが、窪み４５０は、任意
の適切な形状を取ることができる。また、中間面４１０は、類似の、異なる、あるいは同
一の構成の複数の窪み４５０を有することができる。窪み４５０は、下顎骨パッド１３０
の長さ４７０（図４Ｅに示される）に沿って均一または略均一とし、その存在または特徴
は下顎骨パッド１３０の長さ４７０全体にわたり変動させることができる。たとえば、窪
み４５０の奥行き４４０は、略一定とすることができる、あるいは下顎骨パッド１３０の
長さ４７０に沿って変動させることができる。奥行き４４０は、中間面４１０の最高点か
らの任意の適切な奥行きであってもよい。たとえば、奥行き４４０は、約１／１６インチ
～約１インチ、約１／８インチ～約３／４インチ、約１／４インチ～約１／２インチ、ま
たは任意の適切な深さとすることができる。同様に、長さ４７０は任意の適切な長さとす
ることができる。たとえば、長さ４７０は、約１インチ～約７インチ、約２インチ～約５
インチ、約２．５インチ～約４インチ、約３．５インチ、またはその他の適切な長さとす
ることができる。
【００５７】
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　図４Ｅを参照すると、下顎骨アーム１２０と下顎骨パッド１３０の実施形態の上面が示
されている。本図は、上述の長さ４７０を示す。本図は、湾曲部３００の湾曲のため、第
１の長さ４８０と第２の長さ４９０を有する下顎骨アーム１２０の実施形態も示す。好適
な実施形態では、第１の長さ４８０は、第２の長さ４９０よりも長い。いくつかの実施形
態では、第１の長さ４８０は、約１インチ～約５インチ、約１．５インチ～約４インチ、
約２．５インチ～約３．５インチ、約３インチ、またはその他の適切な長さである。いく
つかの実施形態では、第２の長さ４９０は、約１／２インチ～約５インチ、約１インチ～
約４インチ、約２インチ～約３インチ、約２．５インチ、またはその他の適切な長さであ
る。一実施形態では、第１の長さ４８０は、約３インチであり、第２の長さ４９０は、約
２．５インチである。
【００５８】
　図５Ａ～５Ｃは、支持体１１０の実施形態の近接図である。図示される実施形態では、
支持体１１０は、互いにおよび／またはベース１０に脱離可能にあるいは固定して装着さ
れる第１の部分５００、第２の部分５１０、および第３の部分５６０を有する。別の実施
形態では　支持体１１０は、一体型構造であってもよく、および／またはベース１０およ
び／または下顎骨アーム１２０と一体化されていてもよい。特定の形状および接続を有す
る各種部品が示されているが、支持体１１０は、任意の適切な構成および任意の適切な形
状を有することができる。
【００５９】
　好適な実施形態では、支持体１１０は、少なくとも１つの軸上で調節可能である。いく
つかの実施形態では、支持体１１０は、ｘ軸（たとえば、挿入部２００と下顎骨間隙１５
０（図１を参照）によって定義される）および／またはｙ軸（たとえば、上部６１０の高
さ６２０によって定義される）上で調節可能である。別の実施形態では、支持体１１０は
ｚ軸（たとえば、図１を参照すると、ベース１０の左側２０の縁で定義される）および／
またはｗ軸（たとえば、第３の部分５６０の回転によって定義される）上でも調節可能で
ある。好適な実施形態では、支持体１１０は、少なくともｘ、ｙ、およびｗ軸で調節可能
である。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、支持体１１０を調節して、下顎骨アーム１２０を患者の顎と
２または３箇所で接触させて配置する。いくつかの実施形態では、支持体１１０を調節し
て、患者を所望の姿勢に配置する、および／または保持する。いくつかの実施形態では、
所望の姿勢は匂嗅姿勢である。
【００６１】
　たとえば、図６を参照すると、顎ライン９００を有する患者１０００は、上側４０、下
側５０、支持体１１０、および下顎骨パッド１３０を有する下顎骨アーム１２０を含むベ
ース１０を有する本発明の装置上に図示されている。顎ライン９００は、患者の顎骨の異
なる部分に対応する複数の部分を有する。特定の実施形態では、支持体１１０は、患者の
顎の下顎枝９３０、患者の顎の本体９１０、および患者の顎の角９２０と接触するよう下
顎骨アーム１２０を移動させることができるように調節可能である。
【００６２】
　図５Ａを参照すると、支持体１１０の第１の部分５００の実施形態が示されている。第
１の部分５００は、長さ６００、第１の高さ５９０、第２の高さ６２０、コネクタ２２０
、ボタン２３０、挿入部２００、および上部６１０を有する。コネクタ２２０、ボタン２
３０、および挿入部２００は、図３Ａおよび３Ｂを参照して説明した。図示されるように
、挿入部２００は、長さ６００、幅５８０、および高さ５９０を有し、そのそれぞれが任
意の適切な大きさを取ることができる。たとえば、長さ６００は、約１インチ～約８イン
チ、約２インチ～約５インチ、約２．５インチ～約４インチ、約３インチ～約３．５イン
チ、または任意の適切な長さとすることができる。たとえば、幅５８０は、約１／２イン
チ～約６インチ、約１インチ～約３インチ、約１．５インチ～約２．５インチ、または任
意の適切な幅とすることができる。たとえば、高さ５９０は、約１／８インチ～約３イン
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チ、約１／４インチ～約１．５インチ、約１／２インチ～約１インチ、または任意の適切
な厚さとすることができる。同様に、上部６１０は、挿入部２００の長さと類似のまたは
異なる長さ６２０を有することができる。たとえば、長さ６００は、約１インチ～約８イ
ンチ、約２インチ～約５インチ、約２．５インチ～約４インチ、約３インチ～約３．５イ
ンチ、または任意の適切な長さとすることができる。上部６１０のその他の寸法は、挿入
部２００に関して説明した寸法と同様であってもよい。上部６１０は、支持体１１０の第
１の部分５００と第２の部分５１０との接続を容易にする、あるいは達成する接続要素を
さらに有することができる。
【００６３】
　引き続き図５Ａを参照すると、第２の部分５１０の実施形態が示されている。第２の部
分５１０は、高さ６３０、幅６４０、および厚さ６９０を有し、そのそれぞれが任意の適
切な大きさを取ることができる。たとえば、高さ６３０は、約１インチ～約８インチ、約
２インチ～約５インチ、約２．５インチ～約４インチ、約３インチ～約３．５インチ、ま
たは任意の適切な高さとすることができる。たとえば、幅６４０は、約１／２インチ～約
６インチ、約１インチ～約３インチ、約１．５インチ～約２．５インチ、または任意の適
切な幅とすることができる。たとえば、厚さ６９０は、約１／８インチ～約３インチ、約
１／４インチ～約１．５インチ、約１／２インチ～約１インチ、または任意の適切な厚さ
とすることができる。いくつかの実施形態では、厚さ６９０および幅６４０は、第１の部
分５００の少なくとも一部が第２の部分５１０に嵌合するように、第１の部分５００の上
部６１０の対応する寸法よりも大きい。好ましくは、それらの寸法は、支持体１１０の高
さが支持体１１０の第１の部分５００の上部６１０全体にわたるｙ軸に沿った第２の部分
５１０の移動によって調節可能であるように、十分大きくされる。別の実施形態では、第
２の部分５１０の少なくとも一部が第１の部分５００に嵌合するように、第１の部分５０
０の寸法は、第２の部分５１０の寸法よりも大きくすることができる。
【００６４】
　第２の部分５１０は、第１の部分コネクタ７００と第３の部分コネクタ５２０をさらに
有する。第１の部分コネクタ７００は、支持体１１０の第２の部分５１０と第１の部分５
００との接続を容易にする任意の適切な構造を取ることができる。好ましくは、第２の部
分５１０が第１の部分５００に対して選択的に移動できるように、第１の部分コネクタ７
００は、第１の部分５００上の構成要素と相互作用する。いくつかの実施形態では、第１
の部分コネクタ７００は、高さ調節ボタン５４０（図５Ｂを参照）によって第１の部分５
００の構成要素と選択的に係合／分離される。このような実施形態では、高さ調節ボタン
５４０を押すと、第１の部分コネクタ７００が分離し、ｙ軸に沿った第１の部分５００に
対する第２の部分５１０の移動を可能にする。その後、高さ調節ボタン５４０を解放する
と、第２の部分５１０がｙ軸に沿った適所に係止されるように第１の部分コネクタ７００
が係合される。いくつかの実施形態では、第１の部分コネクタ７００は、第３の部分５６
０（図５Ｂを参照）で高さアジャスタ７２０と相互作用する。このような実施形態では、
高さ調節ボタン５４０を押すと、第１の部分コネクタが第１の部分５００の構成要素から
分離することによって、ｙ軸に沿った第１の部分５００に対する第２の部分５１０の移動
を可能にするように、高さアジャスタ７２０を第１の部分コネクタ７００と相互作用させ
る。
【００６５】
　第２の部分５１０は、第３の部分コネクタ５２０をさらに備える。第３の部分コネクタ
５２０は、第２の部分５１０と第３の部分５６０との接続を容易にする任意の適切な構造
を取ることができる。図示される実施形態では、第３の部分コネクタは、第３の部分５７
０の穴６８０（図５Ｂを参照）に嵌合する第２の部分５１０からの円柱状の延長部である
。第３の部分コネクタ５２０および穴６８０は、任意の適切なサイズおよび特徴を有する
ことができる。
【００６６】
　図５Ｂおよび５Ｃを参照すると、好ましくは、第２の部分コネクタ５２０は、第３の部
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分５６０が第２の部分５１０に対して選択的に移動できるように、第３の部分５６０上の
回転アジャスタ７１０と相互作用する。いくつかの実施形態では、第３の部分コネクタ５
２０は、回転調節ボタン５５０（図５Ｂを参照）によって回転アジャスタ７１０と選択的
に係合／分離される。このような実施形態では、回転調節ボタン５５０を押すと、第３の
部分コネクタ５２０が回転アジャスタ７１０から分離して、ｗ軸に沿った第２の部分５１
０に対する第３の部分５６０の移動を可能にする。その後、回転調節ボタン５５０を解放
すると、第３の部分５６０がｗ軸に沿った適所に係止されるように、第２の部分コネクタ
５２０が回転アジャスタ７１０と係合する。
【００６７】
　再度図５Ｂおよび５Ｃを参照すると、第３の部分５６０の実施形態が示されている。第
３の部分５６０は、回転調節ボタン５５０、高さ調節ボタン５４０、下顎骨アーム受け５
３０、主部５７０、穴６８０、回転アジャスタ７１０、および高さアジャスタ７２０を有
する。ボタンとして図示されているが、回転調節ボタン５５０および高さ調節ボタン５４
０は、人が操作可能な任意の適切な構造を取ることができる。さらに、回転調節ボタン５
５０および高さ調節ボタン５４０は、支持体１１０（さらには、本明細書に記載のさまざ
まな部分のそれぞれ）の上、あるいは本装置の別の部品上の任意の適切な位置に配置する
ことができる。好ましくは、回転調節ボタン５５０および高さ調節ボタン５４０は、人が
手で支持体１１０上に配置し、両方と相互作用できるように位置決めされる。
【００６８】
　第３の部分５６０は、任意の適切な構成と任意の適切な形状を有することができる。よ
って、図示される実施形態では、第３の部分５６０は、略円形であるが、任意の適切な形
状を取ることができる。好適な実施形態では、第３の部分５６０は、下顎骨アーム１２０
がｗ軸上を移動するように、ｗ軸上で回転する。いくつかの実施形態では、この運動が、
下顎骨アーム１２０を、患者、より具体的には患者の顎骨に対して位置決めする助けとな
る。好ましくは、第３の部分５６０は、人の手によって把持および操作できるように構成
される。よって、好ましくは、人が回転調節ボタン５５０および高さ調節ボタン５４０と
相互作用して、人が支持体１１０の調節を可能にすることによって下顎骨アーム１２０を
調節する／位置決めできるように、人が第３の部分５６０を把持することができる。そう
することにより、次に人は、患者が所望の姿勢、たとえば匂嗅姿勢に配置される、および
／または保持されるように、下顎骨アーム１２０を患者に接触させることができる。
【００６９】
　主部５６０は、円形で示されているが、任意の適切な形状を取ることができる。主部５
６０は、同一でも異なっていてもよい高さ６５０と幅６７０とを有し、任意の適切な大き
さを取ることができる。たとえば、高さ６５０は、１インチ～約８インチ、約２インチ～
約５インチ、約２．５インチ～約４インチ、約３～約３．５インチ、約１／２インチ～約
６インチ、約１インチ～約３インチ、約１．５インチ～約２．５インチ、または任意の適
切な高さとすることができる。たとえば、幅６７０は、１インチ～約８インチ、約２イン
チ～約５インチ、約２．５インチ～約４インチ、約３インチ～約３．５インチ　約１／２
インチ～約６インチ、約１インチ～約３インチ、約１．５インチ～約２．５インチ、また
は任意の適切な長さとすることができる。
【００７０】
　再度図５Ｂおよび５Ｃを参照すると、第３の部分５６０は、下顎骨アーム受け５３０も
有する。下顎骨アーム受けは、下顎骨アーム１２０のアーム部３４０（図４Ａ～４Ｅを参
照）と相互作用する。下顎骨アーム受け５３０は、任意の適切な長さを有することができ
る。たとえば、下顎骨アーム受け５３０は、約１／８インチ～約３インチ、約１／４イン
チ～約１．５インチ、約１／２インチ～約１インチ、または任意の適切な厚さとすること
ができる。下顎骨アーム受け５３０は、任意の適切な構成および／または形状を有するこ
ともできる。よって、図示される実施形態では、下顎骨アーム受け５３０は、略円柱状で
あるが、任意の適切な構造を取ることができる。図示される実施形態では、遠位端３６０
（図４Ａを参照）は、下顎骨アーム受け５３０に挿入され、下顎骨アーム受け５３０は、
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アーム部３４０との接続を介して適所に下顎骨アーム１２０を保持する。アーム部３４０
は、下顎骨アーム受け５３０に脱離可能に、調節可能に、あるいは固定して装着すること
ができ、アーム部３４０は、下顎骨アーム受け５３０と一体化させることもできる。下顎
骨アーム受け５３０は、解放ボタン３７０もさらに備えることができる。解放ボタン３７
０は、アーム部３４０と直接的または間接的に相互作用して、アーム部３４０の下顎骨ア
ーム受け５３０への挿入、および／またはアーム部３４０の下顎骨アーム受け５３０から
の脱離を可能にする。解放ボタン３７０は、アーム部３４０の下顎骨アーム受け５３０へ
の挿入程度の調節も行えるため、下顎骨アーム１２０と第３の部分５６０との間の距離を
増大または減少させることができる。このような運動は、下顎骨間隙１５０（図１を参照
）の調節も可能にする。解放ボタン３７０は、ボタン、ラッチ、スイッチ、またはダイヤ
ルなどの任意の適切な構造であってもよい。解放ボタン３７０は本装置の任意の適切な位
置に配置することもできる。
【００７１】
　いくつかの実施形態では、アーム部３４０は、下顎骨アーム受け５３０内の表面と相互
作用する平坦部３５０を有する。いくつかの実施形態では、この相互作用によって、右の
下顎骨アーム１２０が左の支持体１１０に挿入されること、またはその反対が防止される
。
【００７２】
　図５Ｃを参照すると、特定の実施形態では、下顎骨アーム１２０は、下顎骨アーム１２
０の支持体１１０に対する移動を可能にするように、第３の部分５６０に接続することが
できる。たとえば、下顎骨アーム１２０は、支持体１１０に対してｘ、ｙ、およびｚ軸を
含む１つまたはそれ以上の軸上で移動可能とすることができる。このような実施形態では
、下顎骨アーム１２０の移動は、患者を匂嗅姿勢などの所望の姿勢に配置する、および／
または維持することを容易にする。
【００７３】
　本明細書に記載される各種装置に加えて、本発明は、方法も含む。一般的に、本発明の
方法は、患者を所望の姿勢に配置する、および／または維持することに関する。いくつか
の実施形態では、この姿勢は、鎮静または全身麻酔下の患者による規則的または半規則的
な呼吸を簡易にする姿勢である。たとえば、所望の姿勢は、匂嗅姿勢であってもよい。該
方法は、マスクの通気を提供するためのチューブに関連する酸素マスクやフェイスマスク
などの各種機器や、患者に少なくとも部分的に挿入されるチューブなどのその他の各種呼
吸器の使用を含むことができる。本方法の各種実施形態は、本明細書に記載の装置の使用
を含む。たとえば、患者を所望の姿勢に配置することができ、その後、患者を所望の姿勢
に維持するように本発明の装置を調節することができる。別の実施形態では、患者を所望
の姿勢に配置するために本発明の装置を使用することができる。別の実施形態では、患者
を所望の姿勢に配置し維持するために本発明の装置を使用することができる。いくつかの
実施形態では、該方法は、本装置との単独の相互作用で、患者の姿勢を迅速かつ容易に設
定する。いくつかの実施形態では、該方法は、単独の運動で、あるいは本発明との単独の
接触で、患者の姿勢固定を行うことができる。
【００７４】
　例として、図６を参照すると、本発明に係る装置は、ガーニー、手術台、歯科医の椅子
、または任意のその他の適切な場所でベース１０を操作し位置決めするために、グリップ
要素１６０を使用して、あるいは使用せずに適切に位置決めすることができる。患者１０
００は、患者の頭の頂部がベース１０の上側４０を向き、患者の首がベース１０の下側５
０を向くように、ベース１０を有する本発明の装置上に配置することができる。このよう
な配置は、ベース１０の位置決めの前または後に実行することができる。患者は、位置合
わせガイド１５５（図１を参照）を参照して、あるいは参照せずにベース１０上に適切に
配置することができる。たとえば、患者１０００は、患者の口が支持体１１０（および／
または位置合わせガイド１５５）とほぼ一致するように姿勢を固定することができる。い
ったん姿勢が設定されれば（あるいは、いくつかの実施形態では、患者１０００が位置決
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めされれば）、支持体１１０をｘ軸に沿って移動させて支持体幅１４０を増大させること
によって、下顎骨間隙１５０（図１を参照）を調節することができる。いくつかの実施形
態では、これは、支持体１１０上のボタン２３０を押して、支持体１１０が所望の姿勢を
取るまで支持体をベース１０に近づけるように、あるいはベース１０から離れるように移
動させた後、ボタン２３０を解放させて支持体１１０を適所に係止することによって達成
することができる。また、支持体１１０はｙ軸上で調節することもできる。いくつかの実
施形態では、これは、高さ調節ボタン５４０を押して、支持体１１０が所望の姿勢を取る
までｙ軸上で支持体１１０を移動させた後、高さ調節ボタン５４０を解放することによっ
て達成することができる。さらに、必要に応じて、支持体１１０は、ｗ軸またはｚ軸上で
調節することもできる。いくつかの実施形態では、これは、回転調節ボタン５５０を押し
て、支持体１１０が所望の姿勢を取るまでｗ軸上で支持体１１０を移動させた後、回転調
節ボタン５５０を解放することによって達成することができる。このような処置は、ベー
ス１０の別の側で支持体１１０に対して繰り返すことができる。いくつかの実施形態では
、支持体１１０（および下顎骨アーム１２０）のｗ軸上での回転により、患者の頭が後方
に傾いて患者の気道が開放されるように、支持体１１０が患者１０００に対して位置決め
される。
【００７５】
　患者が所望の姿勢に配置される、および／または維持されるように、下顎骨アーム１２
０が患者に接触するまで、さまざまな調節（必要に応じてのみ行われる）を実行すること
ができる。たとえば、下顎骨パッド１３０が患者の顎の１つまたはそれ以上の箇所に接触
するまで調節を実行することができる。いくつかの実施形態では、下顎骨パッド１３０が
患者の顎の下顎枝９３０、患者の顎の本体９１０、および患者の顎の角９２０に接触する
まで調節することができる。
【００７６】
　よって、装置と方法が提供されると考えられる。当業者であれば、本発明は、限定では
なく例示のために本明細書で提示される各種実施形態および好適な実施形態以外によって
も実施可能であり、本発明は、後述の請求項によってのみ限定されると理解するであろう
。なお、本明細書に記載される具体的な実施形態の等価物も本発明を実施可能である。
【００７７】
　本発明の各種実施形態を上述したが、それらは単に例であって限定するために提示され
ていないことを理解すべきである。同様に、各種図面は、本発明の代表的な構造を示して
おり、本発明に含まれ得る特徴および機能を理解する助けとなる。本発明は、図示された
例示の構成に限定されず、さまざまな代替の構成を用いて所望の特徴を実現することがで
きる。実際に、当業者にとっては、代替の機能的、理論的、または物理的構成が本発明の
所望の特徴を実現するためにどのように実行可能であるかは自明であろう。さらに、本明
細書に示されるものとは異なる多数の構成要素名が、各種部品や構成要素に適用可能であ
る。また、方法請求項に関しては、本明細書で提示されるステップの順番は、文脈上他の
意味を命じる場合を除き、同じ順番で記載の機能を実行するように各種実施形態を実行さ
せることを要求するものではない。
【００７８】
　本発明は、さまざまな代表的実施形態および具体化の観点から上述してきたが、個々の
実施形態のうち１つまたはそれ以上に記載される各種特徴、態様、および機能は、それら
が共に記載される具体的な実施形態への適用に限定されず、その代わりに、１つまたはそ
れ以上のその他の本発明の実施形態に対し、上記実施形態が記載されるか否か、および上
記特徴が記載の実施形態の一部として提示されるか否かにかかわらず、個別にまたはさま
ざまな組み合わせで適用することができる。よって、本発明の幅および範囲は、上述の代
表的実施形態のいずれにも限定されるべきではない。
【００７９】
　本文書で使用される用語および句ならびにその変形は、特に明示されていない限り、限
定的ではなく非限定的に解釈されるべきである。上記の例として、「含む」という用語は
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、「限定なく含む」などの意味に解釈すべきである。「例」という用語は、網羅的または
限定的リストではなく、当該アイテムの代表的例を提供するために使用される。「従来の
」、「伝統的な」、「通常の」、「標準的な」、「公知の」などの形容詞および類似の意
味を持つ用語は、記載されるアイテムを所与の期間または所与の時点で利用可能なアイテ
ムに限定するものと解釈されるべきではなく、現在または未来のいずれかの時点で利用可
能または公知になり得る従来の、伝統的な、通常の、または標準的な技術を包含するよう
に解釈されるべきである。同様に、本文書が当業者にとって自明または公知であると思わ
れる技術に言及する場合、その技術は、現在または未来のいずれかの時点で当業者にとっ
て自明または公知である技術を包含する。
【００８０】
　「および」という接続詞で連結されるアイテム群は、それらのアイテムのすべてが群内
に存在することを要求するものではなく、特に明示されない限り「および／または」とし
て解釈されるべきである。同様に、「または」という接続詞で連結されるアイテム群は、
この群内の相互排他性を要求するものではなく、特に明示されない限り「および／または
」として解釈されるべきである。さらに、本発明のアイテム、構成要素、および構成材は
単数で記載されているが、単数への限定が明示されていない限り、複数も本発明の範囲に
入ると企図される。
【００８１】
　いくつかの例における「１つまたはそれ以上」、「少なくとも」、「限定されず」、ま
たはその他の類似の句などの幅を広げる語および句の存在は、上記幅を広げる句が存在し
ない例では、より狭い場合が意図される、あるいは要求されることを意味するように解釈
されるべきではない。さらに、本明細書に記載される各種実施形態は、代表的ブロック図
およびその他の図に関して記載される。本文書に目を通した当業者にとって自明であるよ
うに、図示される実施形態およびその各種代替は、図示される例に制限されずに実現する
ことができる。たとえば、図面およびその関連説明は、各種部品および構成要素の具体的
な形状を含め、特定の構成を要求するように解釈されるべきではない。
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